
の
さ
か
幼
稚
園
で
は
平
成
２０
年

度
か
ら
３
歳
児
保
育
が
始
ま
り
ま

す
。

幼
稚
園
名
…
八
日
市
場
幼
稚
園
、

の
さ
か
幼
稚
園

入
園
料
…
８
千

円

保
育
料
…
５
、９
０
０
円（
月

額
）

入
園
手
続
き
日
時
…
１１
月

６
日
（
火
）、７
日
（
水
）
９
時
〜

１６
時

当
日
必
要
な
も
の
…
印
鑑

募
集
園
児
…
５
歳
児（
１
年
保
育
）

・
４
歳
児
（
２
年
保
育
）
・
３
歳

児
（
３
年
保
育
）
受
け
付
け
場
所

…
八
日
市
場
幼
稚
園
ゆ
う
ぎ
室
・

の
さ
か
幼
稚
園
園
長
室

※
各
幼
稚
園
の
教
育
内
容
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、
各
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
八
日
市
場
幼
稚
園
!
７２
・
０
４

４
２
、
の
さ
か
幼
稚
園
!
６７
・
４

６
３
３
、
学
校
教
育
課
学
務
班
!

７３
・
０
０
９
４

授
業
や
生
徒
の
活
動
の
様
子
を

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
見
て
い

た
だ
く
た
め
、
２
日
間
に
わ
た
り

教
育
活
動
を
公
開
し
ま
す
。

日
時
…
１０
月
１１
日
（
木
）
、
１２
日

（
金
）８
時
３０
分
〜
１５
時

お
願
い

…
①
駐
車
場
は
市
営
野
球
場
北
側

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
②

昇
降
口
は
、
体
育
館
の
玄
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
ス
リ
ッ
パ
は
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
…
１０

月
５
日（
金
）ま
で
に
、
八
日
市
場

一
中
・
菱
木
!
７２
・
１
１
８
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
７２
・
１
１
８
６
へ

一
般
の
部

（
３５
・
２
㎞
）、

地
元
青
年
の
部

（
１７
・
７
㎞
）

へ
の
出
場
チ
ー
ム

を
募
集
し
ま
す
。

大
会
期
日
…
１２
月
２
日
（
日
）
雨

天
決
行

チ
ー
ム
構
成
…
選
手
５

人
、
補
欠
２
人

参
加
資
格
…
地

元
青
年
の
部
は
市
内
在
住
・
在
勤

者

参
加
費
…
１
チ
ー
ム
５
千
円

申
し
込
み
…
１１
月
２
日
（
金
）
ま

で
に
生
涯
学
習
課
内
市
体
育
協
会

事
務
局
!
７３
・
０
０
９
７
へ

期
間
…
１１
月
４
日

（
日
）〜
平
成
２０
年
３

月
２
日（
日
）の
毎
週

日
曜
日

時
間
…
１０
時
〜
１２
時

会
場
…
八
日
市
場
小
学
校
校
庭

対
象
…
市
内
在
住
の
小
学
生

募

集
人
数
…
５０
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
…
千
円
（
傷
害
保
険
料
５

０
０
円
含
む
）
申
し
込
み
…
１０
月

１９
日
（
金
）
ま
で
に
生
涯
学
習
課

!
７３
・
０
０
９
７
へ

彦
一
だ
こ
を
作
っ
て
大
空
に
揚

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
…
小
学
生
以
上
の
親
子
・
家

族

日
時
…
１１
月
１０
日
（
土
）
９

時
〜
１２
時（
受
け
付
け
８
時
４０
分
）

場
所
…
八
日
市
場
ド
ー
ム
（
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
）
持
ち
物
…
敷
く
も
の

（
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
・
新
聞
紙

等
）、は
さ
み
、
木
工
用
ボ
ン
ド
、

定
規
（
３０
㎝
以
上
の
長
い
も
の
が

よ
い
）、た
こ
糸
な
ど

定
員
…
３０

人

参
加
費
…
材
料
費
と
し
て
１

人
１
０
０
円

※
た
こ
を
作
ら
な

い
方
（
例
・
お
子
さ
ん
の
み
制
作

な
ど
）
は
無
料
で
す
。
申
し
込
み

…
１１
月
１
日（
木
）ま
で
に
生
涯
学

習
課
!
７３
・
０
０
９
７
へ

期
日
…
１１
月
４
日（
日
）雨
天
決
行

集
合
…
７
時
１５
分
市
役
所
玄
関
前

出
発
…
７
時
３０
分（
バ
ス
）
方
面

…
鎌
倉
（
天
園
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
）
瑞
泉
寺
↓
貝
吹
地
蔵
↓
天
園

休
憩
所（
峠
の
茶
屋
）↓
大
平
山
↓

十
王
岩
展
望
台
↓
建
長
寺
（
約
２

時
間
の
健
脚
コ
ー
ス
）
※
昼
食
は

ハ
イ
キ
ン
グ
中
に
取
り
ま
す
。
弁

当
を
ご
持
参
下
さ
い
。
歩
き
や
す

い
服
装
・
靴
で
参
加
下
さ
い
。
荒

天
時
は
コ
ー
ス
変
更
あ
り
。
持
ち

物
…
飲
物
・
雨
具
・
タ
オ
ル
・
帽

子
・
筆
記
用
具
・
昼
食
な
ど

定

員
…
７０
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）参
加
費
…
大
人
３
千
円
、

小
学
生
以
下
１
、
５
０
０
円
※
施

設
入
場
料
な
ど
は
当
日
自
己
負
担

申
し
込
み
…
１０
月
２６
日（
金
）ま
で

に
生
涯
学
習
課
!
７３
・
０
０
９
７

日
時
…
１０
月
２７
日
（
土
）
〜
２８
日

（
日
）
９
時
〜
１５
時

場
所
…
八

日
市
場
公
民
館

内
容
…
絵
画
・

書
道
・
写
真
・
水
墨
画
・
華
道
・

茶
道
・
文
芸
・
手
芸
・
保
険
推
進

問
文
化
会
・
小
泉
!
７２
・
０
７
９
７

平
成
２０
年
度

市
立
幼
稚
園
園
児
募
集

八
日
市
場
一
中
学
校
公
開

東
総
駅
伝
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
教
室

親
子
た
こ
作
り
教
室

ふ
れ
あ
い
健
康
ウ
ォ
ー
ク

２
０
０
７
秋

短

歌

小
林
信
夫
推
薦

家
絶
え
て
人
は
住
ま
ね
ど
季
節
毎
に
色
と
り
ど
り
の

花
庭
に
ほ
こ
ろ
ぶ

市
原

弘

ま

ぶ

に

あ
ま
た

摩
文
仁
の
海
今
は
静
か
に
澄
み
お
れ
ど
数
多
の
命
沈

み
て
眠
る

太
田

勇

幾
筋
も
青
葉
に
映
え
て
流
れ
落
つ
る
袋
田
の
滝
水
量

豊
か
に

鈴
木

和
子

あ

じ

さ

い

今
は
亡
き
友
の
く
れ
た
る
紫
陽
花
の
む
ら
さ
き
の
花

雨
に
つ
や
め
く

大
川

八
重

は
か
ど

予
定
せ
し
畑
の
草
取
り
捗
り
て
作
業
衣
脱
ぐ
に
心
安

ら
ぐ

椎
名
か
ね
子

検
査
と
は
い
え
ど
入
院
落
ち
つ
か
ず
広
き
個
室
に
不

安
増
し
く
る

日
色

和
江

入
院
の
日
々
を
思
え
ば
夢
の
如
し
草
取
り
で
き
る
今

の
幸
せ

林

房
子

す
さ

新
潟
の
地
震
の
爪
あ
と
凄
ま
じ
く
テ
レ
ビ
に
見
つ
つ

恐
れ
つ
の
れ
り

椎
名

晴
子

文
化
祭
展
示
発
表
会

募

集
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市
内
貝
塚
（
豊
栄
地
区
）
に
「
山

里
の
寺
」
の
雰
囲
気
を
た
だ
よ
わ

す
宝
光
寺
が
あ
り
ま
す
。

急
な
石
段
を
登
り
山
門
を
く
ぐ

る
と
、
背
後
の
山
に
つ
つ
ま
れ
る

よ
う
に
し
て
正
面
に
本
堂
、
左
側

に
阿
弥
陀
堂
（
あ
み
だ
ど
う
）、大

師
堂
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
寺
で
注
目
し
た
い
の
は
、

１
６
７
１
年（
寛
文
１１
年
）に
建
て

ら
れ
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
阿
弥
陀
堂
で
す
。こ
の
堂
は
、貝

塚
村
を
は
じ
め
近
隣
４０
数
か
村
の

寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

徳
川
幕
府
の
政
策
に
よ
っ
て
１

６
４
０
年
代
に
民
衆
は
、
必
ず
菩

提
寺
（
ぼ
だ
い
じ
・
檀
那
寺
と
も

い
う
）
を
持
つ
こ
と
と
さ
れ
、
現

在
残
る
よ
う
な
檀
家
制
度
が
成
立

し
ま
し
た
。
子
が
生
ま
れ
る
と
寺

に
届
け
、
日
常
生
活
で
は
檀
那
寺

が
発
行
す
る
証
文
が
必
要
と
さ
れ

ま
し
た
。

宝
光
寺
阿
弥
陀
堂
は
、
檀
家
制

度
が
し
だ
い
に
定
着
す
る
な
か
で

多
く
の
寄
付
者
を
つ
の
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
村
の
な

か
に
は
、
旧
八
日
市
場
北
部
地
域

の
村
む
ら
や
旧
野
栄
地
区
の
野

手
、
今
泉
、
川
辺
、
栢
田
村
な
ど

も
含
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
お

堂
と
と
も
に
ご
本
尊
の
阿
弥
陀

（
あ
み
だ
）
さ
ま
も
造
立
さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
ら
、
中
心
と
な
っ
た

貝
塚
村
の
布
施
四
郎
右
衛
門
や
同

寺
住
職
の
活
躍
は
め
ざ
ま
し
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

１
６
７
０
年
ご
ろ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
村
む
ら
で
は
寺
院
や
神
社
の

建
立
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
調
査

の
済
ん
だ
旧
八
日
市
場
市
内
に
限

る
と
、
宝
光
寺
阿
弥
陀
堂
の
よ
う

に
近
隣
村
む
ら
か
ら
援
助
を
得
て

建
て
ら
れ
た
例
は
ほ
と
ん
ど
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

１
６
６
９
年
（
寛
文
９
年
）
銚

子
・
飯
沼
山
円
福
寺
の
「
釈
迦
涅

槃
図
（
し
ゃ
か
ね
は
ん
ず
）」
の

寄
進
者
に
は
遠
く
は
関
西
、
特
に

和
歌
山
、
大
阪
、
江
戸
の
町
人
ら

と
と
も
に
九
十
九
里
沿
岸
村
の
有

力
者
も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
市
域

で
は
吉
崎
、
長
谷
、
木
積
、
川
辺
、

栢
田
な
ど
で
村
ぐ
る
み
で
援
助
し

た
の
を
は
じ
め
、
八
日
市
場
、
大

寺
な
ど
数
か
村
の
農
民
の
名
も
あ

り
ま
す
。
宝
光
寺
阿
弥
陀
堂
も
こ

う
し
た
信
仰
圈
の
広
が
り
や
時
代

の
動
き
も
影
響
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。お

よ
そ
１
０
０
年
後
に
、
こ
の

お
堂
を
修
理
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
と
き
は
寺
院
本
末
制
度
の
も
と

宝
光
寺
の
門
末
５
か
寺
の
あ
る
新

村
な
ど
４
か
村
と
貝
塚
村
と
で
費

用
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

寺
院
檀
家
制
度
が
定
着
し
、
檀

家
の
つ
と
め
と
し
て
先
祖
の
年
忌

や
盆
、
彼
岸
に
は
墓
参
し
、
寺
の

修
理
や
行
事
に
は
す
す
ん
で
寄
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た

が
、
２
６
０
年
も
続
い
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
!
７３
・
３
７
４
６

檀
家
制
度
の
定
着

宝
光
寺
の
お
堂宝光寺の阿弥陀堂
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川
口
城
司
推
薦

は
げ

残
暑
な
ほ
烈
し
き
八
月
十
五
日
つ
く
つ
く
法
師
は
や

も
鳴
き
を
り

伊
橋

良
子

か
ど

へ

さ
は

お
お

門
の
辺
に
す
ず
ら
ん
ひ
あ
ふ
ぎ
多
な
り
き
植
ゑ
し
祖

ち
ち父
み
ま
か
り
し
日
も

小
川

知
至

受
験
迫
り
眠
気
払
ひ
に
刺
し
し
傷
残
り
て
今
も
老
い

て

の
掌
に
在
り

櫻
井
富
実
雄

姑
の
病
室
三
階
に
階
段
を
息
づ
き
登
る
我
が
リ
ハ
ビ

リ
と

小
川
み
さ
子

俳

句

西
野
棠
雨
推
薦

汐
木
燒
く
野
分
の
去
り
し
渚
か
な

伊
藤

さ
く

あ
か
と
ん
ぼ

赤
蜻
蛉
ひ
と
駅
だ
け
の
客
と
な
り

平
山

も
と

た
ま
む
か

踏
石
に
母
の
駒
下
駄
魂
迎
へ

岩
井

や
す

新
蕎
麦
や
店
の
赤
児
は
四
代
目

浜
野

"
志

胡
麻
は
ぜ
る
か
そ
け
き
風
の
気
配
に
も
中
村

和
子

な
す
び

風
ず
れ
の
傷
あ
と
固
し
秋
茄
子

江
波
戸
知
巳

み
な
ぞ
こ

水
底
に
ひ
そ
む
魚
影
や
野
分
前

!
安
せ
い
子

し
お
さ
い

は
な
み
ょ
う
が

潮
騒
の
か
す
か
に
朝
の
花
茗
荷

及
川

春
子

川
口
城
司
推
薦

な

掘
り
起
す
甘
藷
は
な
べ
て
鈴
生
り
に

山
口

静
堂

芋
虫
も
蛙
も
入
り
来
盆
の
客

伊
藤

定
子

つ
ま夫
逝
き
て
部
屋
に
甚
平
残
り
け
り

高
野

操

川

柳

!
梨
果
宝
推
薦

率
直
な
意
見
述
べ
れ
ば
寄
付
は
増
え

石
毛
惣
一
郎

嫁
姑
互
い
に
勝
手
言
え
る
仲

江
波
戸
清
江

障
害
を
跳
ね
の
け
育
つ
素
直
な
子

佐
久
間
美
智
子

率
直
に
話
せ
ば
消
え
た
わ
だ
か
ま
り

菱
木

静
枝

夕
日
浴
び
明
日
も
良
い
日
で
と
祈
る

榎
本
ひ
か
る

カ
タ
カ
ナ
語
分
か
る
ふ
り
し
て
使
い
分
け
常
世
田
や
す
子

結
局
は
嫁
の
家
風
が
出
来
上
が
り

伊
藤
さ
つ
き

タ
ラ
レ
バ
を
未
だ
言
っ
て
い
る
負
け
試
合
鈴
木
十
世
志

川
口
城
司
推
薦

哀
し
く
も
親
を
残
し
て
な
ぜ
先
に

加
瀬
き
よ
子

⑳
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